
令和７年度 地域連携推進会議 議事録 

 

１．日時 令和 8 年 2 月 20 日（金） 14:00～15:30 

２．場所 勤労青少年ホーム会議室 

３．出席者 

   【構成員】4 名 

     利用者の代表  １名（グループホームみのり利用者） 

     利用者の家族  １名 

     地域の関係者  １名（民生委員） 

     行政関係者   １名（松島町町民福祉課班⾧） 

   【事業所関係者】 

     理事⾧、施設⾧、サービス管理責任者、事務主任 

      

４．概要 

  （１）会議（14:00～） 

    ①議題 

１．開会挨拶 

２．出席者の紹介 

３．地域連携推進会議の趣旨説明 

４．社会福祉法人松の実福祉会の説明 

５．施設・地域との連携について 

６．サービスの透明性・質の確保について 

７．利用者の権利擁護について 

８．意見交換 

  （２）施設見学（15:00～） 

    ①グループホームみのる見学 

    ②グループホームみのり見学 

 

５．議事 

① 開会（司会：施設⾧） 

初めての地域連携推進会議であり、今年度より新規会議設置が義務化されたことを説明。 

松の実福祉会の人事異動等により開催時期が遅れた点について謝辞。 

今後の会議は原則「年 1 回程度」、会議と施設訪問をセットで行う予定。 

 

 



② 挨拶（理事⾧） 

構成員の協力に対する感謝を述べる。 

令和 7 年度から組織整備が義務化となるため、本会議設置が重要であると説明。 

地域と事業所が連携し、利用者が質の高い支援を受けられる体制づくりを目指す。 

 

③ 地域連携推進員の紹介（施設⾧） 

出席者の紹介を行い、それぞれ挨拶を行った。 

 

④ 地域連携推進会議の趣旨説明（施設⾧） 

●会議の目的 

利用者と地域との関係構築 

透明性の確保・サービスの質向上 

地域住民への理解促進 

利用者の権利擁護 

●会議内容 

年 1 回以上の会議開催 

年 1 回以上の施設訪問 

オンライン参加（Zoom 等）も可 

会議と施設訪問は同日に実施する方針 

●構成員の役割 

会議への参加、情報共有、意見交換 

施設見学を通じ、利用者や職員とのコミュニケーションを図る 

地域と事業所のつながり強化への協力 

●施設訪問時の確認ポイント 

〈環境〉 清掃状況、設備の破損、水回りの清潔さ 等 

〈利用者〉 清潔な服装か、表情に問題がないか、過ごしやすい環境か 

〈職員〉 尊重ある対応か、言葉遣いに問題がないか 

〈その他〉 利用者の満足度、外出状況、今後やりたいこと等 

 

⑤ 社会福祉法人松の福祉会 令和 6 年度 事業報告（施設⾧） 

●令和 6 年度の主な取り組み 

新型コロナ感染防止対策の継続：集団感染ゼロ 

支援方針：利用者の尊厳・自立を尊重し、生活スキルの習得支援を継続 

研修：オンライン研修等を活用し職員の質向上を図る 

BCP（業務継続計画）に基づく運営 

 



●事業内容 

通所多機能事業（就労継続支援 B 型・生活介護） 

短期入所 

共同生活援助（グループホーム） 

●個別支援計画 

利用者・保護者参加のもと作成 

半年に 1 回以上の見直しを実施 

●共同生活援助運営状況 

女性グループホーム：定員 4 名、24 時間支援体制 

男性グループホーム：定員 3 名、夕方以降の支援中心、自立度高い利用者が多い 

●パン直売所の運営 

町内イベント・町民検診などで販売 

●利用者状況（通所） 

生活介護：7 名 → 現在 10 名 

B 型：31 名 → 現在 32 名 

市町村別では町内利用者が多数 

●相談支援事業 

今年度、相談支援専門員不在により廃止 

●新規利用者（令和 7 年度） 

B 型：3 名 

生活介護：2 名 

 

⑥ 令和 6 年度 決算報告（主任事務員） 

●令和 6 年度計算書類に基づき収支決算について報告がなされた。 

主な内容として、地域連携事業に伴う経費の執行状況および次年度への繰越金について

説明があった。 

本件について出席者から特段の異議はなく、報告どおり了承された。 

 

⑦ 今後の予定・施設訪問 

会議終了後、男子グループホーム・女子グループホームの 2 施設を見学。 

利用者は不在のため、環境・設備中心の確認を行う。 

 

⑧ 閉会 

参加者への謝辞が述べられ、会議を終了。 

 

次回は 令和 8 年度（7 月以降予定） に開催。 


